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　　（今回の速報は"○"の機関の観測データを使用して作成しました）

平成21年9月7日観測結果

　貧酸素水塊は依然として内湾のほぼ全域に分布しており，その規模は今年最大（51％）を示しま

した（図1及び図3）。千葉県水質保全課からの情報によると，先週の8月31日～9月1日に湾奥の船

橋～千葉市地先で青潮が発生した模様です。内湾北部の底層には，ほぼ無酸素状態の水塊がま

だ５ｍほどの厚みを持って分布しています（図2）。引き続き，青潮に対して注意が必要です。
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　図２　縦断ラインでのDO鉛直分布
図３　貧酸素水塊の規模

（左図で貧酸素水塊（2.5ml/L以下）が占める割合）
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図１　底層の溶存酸素量分布（赤線は縦断ライン）
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